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第３8回日本高齢者大会inさいたま  東京実行委員会第６回会議＆ 

第3９回日本高齢者大会inおおさか・第34回ゆたかな高齢期を 

めざす東京のつどい東京実行委員会第1回会議 

 

2026 年 2 月１２日(木)14：00～16：30 南大塚地域文化創造館 

 

 

１  本日の主な内容  

・ 2025 年度のまとめ 

・ 第 39 回日本高齢者大会 in おおさか報告・東京からの参加体制議論 

・ 第 34 回ゆたかな高齢期をめざす東京のつどいの構想 

・ 各地域、団体の運動交流 

 

 

２  第 38回日本高齢者大会 inさいたま東京実行委員会まとめ 
 

 １) 第 3８回日本高齢者大会 in さいたまは、2025 年 11 月 11 日 12 日に大宮を会場

に開かれ、全国から会場に延べ約 2300 人 Web 延べ約 500 人合計延べ約 2800 人

が参加しました。東京、埼玉、神奈川、千葉の首都圏 4 都県が中心になって、年金者

組合、民医連、医療福祉生協連などの中央諸団体と協力して実施するという初めての

形態で取り組みました。暉峻淑子さんの特別企画、10 講座 6 分科会、夜のうたごえ

広場、全体会での芝田英昭さんの講演、大合唱など学ぶことの多い充実した大会にな

りました。 

  東京では 5 回の東京実行委員会を行い、東京独自のチラシ 30,000 部を作成し、 

 東京独自の参加チケットも作成して取り組み、現地参加延べ 688 人、Web 16 会場

117 人個人接続 27 人、全体で延べ 834 人の参加を組織しました。東京実行委員会

では全体会 1,000 人参加を目指しましたがこの目標には届きませんでした。企画作

り、分科会（地域高齢期運動）の準備運営、講座の担当、配信、当日の設営、会場案

内、受付、カンパ、現地ニュースなど東京実行委員会参加の各組織の仲間は、大会を

作り上げ、支える上で大きな役割を果たしました。全体会の 1 分間スピーチには、首

都圏青年ユニオンと横田基地撤去を求める西多摩の会が参加しました。 

 第 5 回実委の討論に基づき（P７記載のアンケート）を中央実委に提出しました。 

    

 2) 2月12日現在の東京実行委員会の会計は1万円弱赤字になっています。未だ未収金が

あるので最終的には赤字になりません。 

  （１）会計は次年度実委に引き継ぎます。 

   （２）2025年度会計を最終的に締めた段階で剰余金は東京高齢期運動連絡会の会計

に繰り入れます。 
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３ 第38回日本高齢者大会inさいたま  東京実行委員会解散、 
 

 第39回日本高齢者大会inおおさか・第34回ゆたかな高齢期をめざ

す東京のつどい東京実行委員会結成 
  

４  第 39回日本高齢者大会中央実委報告 

 

第 39回日本高齢者大会 inおおさか第 1回中央実行委員会総会（要点） 
 

１、大会開催の意義・目的について 

１）情勢について 

 金権政治・物価高騰への無策への国民の批判は自民・公明政権の崩壊につながりまし

た。一方、格差拡大への不満は外国人への排外主義につながり、社会の反動化がすすんで

います。 

 高市政権は、自民党と統一協会との関係、裏金政治も不問にし、2026 年度予算では軍

事費が 9 兆円を超過、一方社会保障など国民生活を支える予算は抑制しています。ま

た、アメリカの要望のままに軍備増強、「台湾有事」発言、政府高官からは核兵器保有論

まで出るなど、日本の平和を脅かす危険な政治姿勢です。 

 アメリカ・トランプ大統領はベネズエラを攻撃し、大統領を拉致しました。まさに国際

法に違反する蛮行であり、到底許されるものではありません。日本政府はアメリカの蛮行

にたいして、毅然として批判するべきです。 

 大軍拡の一方、社会保障制度の解体が一層進められています。医療・介護事業所の経営

危機、高すぎる国民健康保険料、介護保険料、そして窓口一部負担金の増加、医療や介護

が利用できない制度になりつつあります。 

 日本経済は低迷し、賃金も上がらない、一方、経済格差・所得格差はいっそう拡大して

います。ジェンダー問題 選択的夫婦別姓 女性の低年金 生活保護制度など人権が軽視され

る問題にも高市政権のもとで逆行しています。高齢者をめぐっては、一人暮らしの高齢者

の増加、低い年金で働かざるを得ない、一方、低賃金・労働条件の悪化が深刻です。ま

た、住まい、移動の問題も高齢者の暮らしに深刻な影響を与えています。 

 

２）第 39 回日本高齢者大会の意義 

 国内外の情勢は戦後築いてきた平和と民主主義、人権尊重の社会への危機を生み出して

います。軍拡をすべてに優先する政治、憲法改悪の動き、こうした反動化を跳ね返す運動

が今求められています。そして、人権としての社会保障の理念と求められる制度の在り方

を追求していくこと、幅広い共同を作り出し、政治の反動化を跳ね返していく運動を全国

各地から作り出していくことが今日もとめられています。 

 

３）第 39 回日本高齢者大会のテーマ 

大会スローガン まちから村からの連帯で ひとりぼっちの高齢者をなくそう 

「サブスローガン」は現地実行委員会の討議も踏まえて決定します。 
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２、 大会日程 2026 年 11 月 10 日（火）～11 日（水） 

□１日目 11 月 10 日（火） 

①午後 分科会、学習講座 など 

会場 大阪国際会議場 7 階・8 階・10 階 

スクール３人掛け 1320 人～机無 2102 人収容 会場数 14 か所 

②午後 移動分科会 

③夜間 夜の交流会 大阪グリーン会館を候補地に今後検討する 

□２日目 11 月１１日(水) 

午前 全体集会 

会場 大阪国際会議場メインホール（９時～13 時） （1Ｆ～2Ｆ2754 人収容） 

 

３、大会参加目標 

１）参加目標数 

現地 2 日間で延べ 3000 人 オンライン 2 日間で延べ 800 人。すべての都道府県からの

参加をめざす。 

２）大会参加費について 

○現地参加費 1 日 2500 円 2 日間 5000 円 

○オンライン参加費 １日 1000 円 ２日間 2000 円 

＊各団体から中央実行委員会への参加費の納入額は 1 日 2000 円 2 日 4000 円としま

す。中央実行委員会に直接申し込む個人は参加費と同額とします。 

＊全体会はオンライン配信します。学習講座・分科会については後日通知します。 

＊移動分科会は参加費が別途必要な場合があります（当日払い） 

３）協賛広告は現地実行委員会が募集した分のうち、8 割は現地実行委員会、2 割は中央

実行委員会の収入に、中央が募集した分は 10 割を中央の収入にします。 

 

４、企画 

１）第 39 回大会の企画にあたってのポイント 

①社会情勢を学ぶことに留まらず､全国の運動をもちより交流し、次の運動につなげていく 

②国民、高齢者の生活の実態と要求、ねがいを基礎にした内容 

③分断、対立を乗り越える連帯を探り、広げる 

④日本高齢者人権宣言を活かし、高齢者運動をすすめる力になる 

⑤全国の仲間がつどい、文化、交流、楽しむ企画をつくる 

⑥学習講座は前半・後半で１時間３０分としているが時間が短い、講師の内容が被ること

もあるとの意見、分科会の組織の難しさ 

２）記念講演と講師について 

①情勢と大会の意義との関係、過去のテーマを考慮して検討する 

②時間は 50 分程度なので、大きな社会情勢のとらえ方、考え方や、講師の生き方の魅力、

など 

③全国に依頼したアンケート回答も考慮する 
 

５、実行委員会体制 

１）中央実行委員会 
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実行委員長 岩崎 勇（全日本年金者組合中央執行委員長） 

副委員長 林 泰則 田中 光顕 吉岡 尚志 （日本高連代表委員） 

事務局長 畑中 久明 (日本高連事務局長) 

事務局次長 菅谷 正見・佐藤 長世・寺崎由郎（日本高連事務局次長） 

事務局 全日本民医連・医福連・東京・（ ）・（ ）中央団体に呼び掛ける 

 

６、大会開催までのスケジュール 

202６年 1 月１２日 第 1 回中央実行委員会総会・実行委員会結成 

2 月 3 日 現地実行委員会 

2 月～3 月 現地実行委員会 記念講演講師決定・分科会・学習講座企画・移動分科会・文化

企画 

4 月 第 2 回中央実行委員会総会 サブスローガン 講座・分科会・移動分科会・全体会企画・

予算決定 

5 月～8 月 現地実行委員会 参加応募開始・参加しおり作成・協賛広告募集 

9 月～10 月 現地実行委員会 要員体制・当日運営・全体会プログラム 移動分科会申込 

参加者しおり・ワッペン配布 

11 月 9 日 前日準備 

11 月 10 日・11 日 第 3９回日本高齢者大会 in おおさか 

12 月 第３回中央実行委員会総会（総括）・実行委員会解散__ 

 

 

今回の実委で出た意見 

（維新の会の問題について聞きたい。その中でも頑張っている運動や従わずに頑張ってい

る自治体について聞きたい。） 

（記念講演について、情勢に関してビシッとものの言える人がいい。浜矩子さんはいいと

思う。）  
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５ 東京からの参加 

 １）目的・意義 

    日本高齢者大会は高齢期運動の年間最大の行事であるというだけではありませ

ん。今私たちは、年齢間の分断を乗り越え人間の尊厳と社会保障を守る運動、戦争

の悲惨な体験を青年に伝え戦争に反対し平和憲法を守る運動が極めて重要となる歴

史的瞬間を迎えています。今年の高齢者大会は、全国の運動を持ち寄り、学び、交

流し、日本高齢者人権宣言を拠り所に、悪政の流れと厳しく切り結ぶ運動に決起す

る重要な場になります。東京実行委員会は、東京の地域・団体の豊かな実践を持ち

寄って高齢者大会を大きく成功させ、その成果をこれからの運動に生かすことをめ

ざします。（目的・意義については、思い切り明るく前進的に書き直す） 

 ２）参加 

 （１）東京としての参加人数の目標を立てる  

    （現地委参加延べ 300 人以上をめざす。ほかに Web 参加にも取り組む。） 

 （２）東京実委として一定数の宿泊場所を確保する 

    （A コース 100 人分の宿泊場所を確保する・会場から少し離れても大阪の中心街

でなく費用的に抑え、温泉地の旅館など夕食時などに参加者が一堂に会すること

ができる場所を取り、会場からバスで移動する） 

 （３）団体･地域で目標を持って参加を組織することを呼びかける 

   

 ３）受付の仕方 

    団体地域で参加者をまとめて申込書を東京実委に送り、東京実行委員会から事前に

しおりと参加証を送る従来の方式で取り組む。今回は宿泊などの予約を行う A コー

スと、参加のみの B コースを設置する。という案について検討ください。 

   （提案通り、A,B コース、参加申込書で受付、資料を事前発送で行う） 

 

 ４）参加費・財政 

  （１）会場参加費 2,500 円のうち 500 円が還元されるので、東京実委分担金 500

円は集金しない。Web 参加も 1,000 円の参加費だけ集金する 

 これで財政が成り立つか試算するという方向でどうか。 

  （２）団体･地域には、参加に向けての財政活動、団体財政からの援助、など財政上の

検討を早期に行うことを呼びかける。 

  （３）「しおり」への協賛広告を都内の各団体に広く呼びかける。 

 

 ５）地域の運動・団体の組織 

  （１）各地域の自治体要求運動や高齢になっても安心して住み続けられる地域をつく

る運動などを交流しながら旺盛に進め、運動の中で高齢者大会参加を広げる。 

  （２）各団体が、団体未加入者を日本高齢者大会参加に誘うことを団体加入促進の取

り組みに生かすなど、高齢者大会への参加を団体の組織強化に結びつける。 
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６ 第 34回ゆたかな高齢期をめざす東京のつどい 

 １）目的・意義についての議論 

  （１）東京のつどいは、高齢になっても安心して住み続けられる社会の実現をめざす

ことを基調として、それぞれの時期に重要なテーマを掲げて実施してきました。つ

どいをどのような課題を中心にどのようなテーマで行うか議論を深めましょう。 

  （２）前回の東京のつどいは、三多摩地域を中心に実施し大きな成功を収めました。

今回は、地域の運動との結合をより一層明確に位置付け、北区を中心とする 23 区

北中部･城北地域の運動と連携して実施します。（北区実行委員会への要請 P9） 
 

 ２）全体会 

  （１）日程会場 

   会場の確保、北とぴあさくらホール 

    ・1300 名（1 階 806 席、2 階 494 席） 

   ・日程 2027 年 2 月 25 日（木）午前･午後を確保 

    ・料金 平日午前 84,500 午後 147,840 計 232,340 払込済 
 

  （２）企画についてのフリー討議 

   （記念講演 第 1 候補 落合恵子さん 第 2 候補 吉田裕さん） 

   （地域からの報告を２～３入れる） 
  

 ３）講座・分科会 

  （１）設定についてのフリー討議 

   （継続している第 1 分科会は是非必要）（渡辺治さんの情勢の講座）（公共交通の運

動の分科会、日本高齢者大会のときの助言者を呼びたい）（k 宅の戦跡をめぐる移

動分科会をやりたい） 
   

７ 東京実行委員会の体制・会議 

 １）役員案 

  実行委員長 （東京高齢期運動連絡会） 

    副実行委員長（          ） なし 

 事務局長  （東京高齢期運動連絡会） 

    事務局長代理（北区高齢者集会実行委員会 ） 

   事務局体制 （東京高齢期運動連絡会事務局）＋（      ） 

   実行委員会には、東京高齢期運動連絡会未加盟団体にも参加を呼びかける 
 

 ２）会議 

  （１）次回日程 5 月 7 日（木）南大塚地域文化創造館（予定） 

  （２）会議の頻度をどの程度とするか検討。 

    （8 月末または 9 月初め（組織） 日本大会直前（実務的打合） 東京のつどい

前と、今回を合わせて 5 回行う） 
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アンケート 

 2026/04/20 

 

１．埼玉大会に向けてとりくんできたこと（参加組織など） 

  ・東京として実行委員会を結成し、とりくみ計画、とりくみ推進した。実行委員会会

議 5 回開催。 

  ・東京独自の参加呼びかけチラシ 30,000 部を作成し、都内各団体地域に配布した。 

  ・チケット方式で幅広く取り組める仕組みを考えた。 

２．第 38 回日本高齢者大会 in さいたまの学習講座、分科会の内容、運営についての意見 

  ・分断と対立を乗り越えることにつながったかは、イベントというだけでなく講座・

分科会の内容はじめ、きちんと意見交換し、総括したい。 

  ・企画、講師、講演への評価は上々だった。若手講師陣の組織に取り組んだが、さら

にバラエティに富んだ講師陣の組織にとりくむ必要がある。 

  ・暉峻先生の講演は正解だった。97 才の超高齢者の講師が「現役」の高齢者を励ま

す、励ませることができるという構図が見えた。 

  ・分科会は実践と問題意識を持ちより、交流することが趣旨。事前の組織、準備が重

要で、さらに工夫が求められる。第２分科会参加者からは充実した分科会的運営が

よかったとの声。 

  ・映画上映のとりくみも好評だった。講演と映画という組み合わせも、今後の可能性

を感じられた。 

  ・「学ぶ」方法、手段にはいろいろの工夫が求められる。講義、実技、などなど。 

  ・文化交流、スマホ講座、盆踊り交流会などいろいろ「行きたくなる」とりくみの工

夫が必要。 

３．全体会についての内容、運営についての意見 

  ・1 分間スピーチは好評だった。短時間で各地の頑張りを紹介していくことは活動の

励ましになる。 

  ・次期開催地への引き継ぎは工夫が求められるのではないか。 

  ・300 人のうたごえは、300 人を少し下回ったが、当日までのプロセスを含め、う

たのチカラを感じさせた。愛知から今回を経て、今後につながればいいのでは。埼

玉のうたごえの努力に感謝したい。 

４．大会運営、その他 

  ・4 県連合同による開催は今後に課題を残したが、やれるということも分かった。中

心の県を軸に位置づけ、その他が協力するという軸づくりの必要を感じた。 

  ・パソコン、Web については課題がある。事前に担える関係者のリストアップ、事

前チェックの仕組みづくりが必要ではないか。 

５．広報・宣伝物 

  ・ポスター的なものは必要ではないか。概要だけでも知らせることができるものが必

要ではないか。 

  ・リーフレットを早く作成することが必要。 

  ・スマホを使って広報・宣伝する方法の検討を。連絡員、サポーターを増やす努力を
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できないか。 

６．第 39 回大阪大会についての意見 

 ①大会の位置づけ、テーマとして掲げるべきこと 

  ・高齢者と若者、現役との連帯。 

  ・戦争前夜の状況であること、高齢者の役割は大きい。経験に基づき危険性を分かり

やすく語ること 

  ・維新政治の負の役割を解明し、知らせる。 

 ②オープニング企画、記念講演のテーマや講師の希望あれば 

  ・宮本憲一 大阪市立大学名誉教授。滋賀大学元学長、公害問題で日本学士院賞受賞。公

害問題第一人者。 

  ・沢地久枝 作家・9 条の会発起人。ミッドウェー海戦の記録・「滄海よ眠れ」、妻たちの

二・二六事件 

 ③学習講座、分科会、移動分科会、夜の交流会の内容についての希望 

  ・企画会議は 14 回開催し、大会の企画・運営に寄与した。女性の運営参加をさらに

強めたい。 

  ・盆踊りの交流は予め、実行委員の体制を作って準備すれば文化交流の機会になるだ

ろう。 

７．日本高齢者大会についての意見、自由記載 

  ・魅力ある大会をめざしてさらに声を集め、創意あふれる集会にできないか。 

  ・社会保障、医療をめぐる状況は一層悪化している。大砲かバターかは、喫緊の課

題。 

  ・高齢者の闘いをもっと強める呼びかけをとりくみ、日常的な運動と高齢者大会をど

う結合するかの検討を強める必要がある。多様な形で発信し、高齢者の闘いを励ま

していく、そんな高齢者大会像をつくる必要がある。 

  ・社会保障の改悪に対するに、きちんと体系立てて、理屈で話していくことととも

に、短いことばで、シャープに現状を告発する努力が求められるのではないか。 
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2026 年 1月 ９日 

北区高齢者集会実行委員会 御中 

東京高齢期運動連絡会  

会長 千野律子 

 

「2026年度 ゆたかな高齢期をめざす東京のつどい」開催への 

ご協力と地域報告組織のお願い 

 

 時下、貴実行委員会におかれましては、高齢者の権利擁護と福祉向上のために日々精力

的な活動を展開されていることに、深く敬意を表します。 

 現在、高齢者を取り巻く環境はかつてない「崖っぷち」の状況にあります。高市政権に

よる軍備拡張の加速と大企業･富裕層優遇のあおりを受け、社会保障予算は大幅に抑制さ

れています。特に医療・介護が標的とされ、介護保険の負担拡大や国民健康保険料･後期

高齢者医療保険料の引き上げなど、負担増の波が止まりません。 さらに、物価高騰が続

く中で「マクロ経済スライド（まさに、生活を真っ黒にするスライドです）」によって年

金改定が物価上昇に追いつかず、実質的な目減りが続いています。とりわけ、コメをはじ

めとする食料品の異常な高騰は、低所得高齢者の暮らしを直撃しています。一部の超富裕

層と、日々の食事を切り詰める高齢者との格差は広がる一方です。 

 こうした深刻な事態に抗い、命と暮らしを守るネットワークを粘り強く拡大していくた

め、当連絡会では 2026年度の「つどい」（2027年 2月開催予定）を、北区を中心とし

た東京 23区北部地域を基盤に開催したいと考えております。 

 つきましては、長年地域に根ざした活動を続けてこられた貴実行委員会に、開催地とし

ての中心的な役割を担っていただきたく、以下の通り要請申し上げます。 

 

記 

1. 集会の概要（予定） 

• 時期： 2027年 2月 

• 場所： 北区内および近隣区の公共施設（北とぴあ 等） 

• 規模： 東京 23区北部地域の高齢者・市民および都内全域からの参加者 

2. 要請事項 

• 会場の確保および日程調整： 2027年 2月中の適切な日程での会場確保。 

• 東京実行委員会での集会企画立案への参加 

• 地域からの参加者の組織： 北区および隣接する北部地域における、広範な団体へ

の呼びかけ。 

• 地域報告の選定・実施： 北区を中心とした北部地域の運動や実践（生活困窮への

支援や居場所づくりや自治体要請等権利擁護の取り組みなど）を共有するため、2

～3件の地域報告のとりまとめ。 

3. 開催の意義  北区は、豊かな地域活動と力強い高齢者運動の歴史を持つ地域です。こ

の地で「つどい」を開催し、地域の実情を全都全国に発信することは、冷酷な社会保障削

減政策を押し戻す大きな力になると確信しております。 

 本要請について前向きにご検討いただき、今後の具体的な協議に向けてお返事をいただ

ければ幸いです。 


